
大 震 災 後 1 年以上 触 の 『心 の ケ ア』 のために

大王災換早や1 年4 ケ月を遇ぎました｡ あなたの■んだ心l 朝 出兼たで しようか ?
一 人で悩んでいませんか?

こんな時だからこそ話し合える仲間が､ 剛 が 撼 なんです! まだハ ジメの
一 歩を 払 出せないでいるあなた ｡

一

歩搬み出したけれど立ち止まっ ているモんなあなた｡ Il ¶と 勝 と力と希望を分かち合い勇気をもっ て力強く､
一

歩
一 歩共に歩んでいきましょう! お気畦l こお越 しください｡ スタッ フ 一 同心よりお持ちしています｡

9 月度 よい 脚

日 時 :

会 場 :

参加対象 :

参 加 費 :

内 容 :

主 催 :

後 援 :

平成2 4 年 9 月 9 日( 日) 1 4 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0

仙台市福祉プラザ 弟4 研修室 1 0 階

仙台市青葉区五橋 2 丁目 1 2 蕃 2 号 T E L : 0 盟 - 2 13 鴫2 3Ⅵ

一 歩 - 一 歩

定員 2 0 名 予約制 (会 珊 の都合上ご
⊥ 報下さい ｡ 予約なしの場合でも席に空きがあれ 酬

精神障害当事者､ 健常者であっ ても今回 の大地# で心が痛み､ 回復が進まず悩んでい る方及び家族に

限定 (タイプ B 型例会 ク ロ
ー ズ 城

医療､ 福祉関係者､ ボランテ ィア及び臨祉に関心を寄せる ｢ 股の方はタイプ A 型例会オ
ー プン方式に

ご参加下さい｡ 次回の第1 3 回 1 0 月 1 4 日( 日) の集いはオ
ー プ ン形式で の開催予定で れ

無 料

ひたすら体験を諮り又聴くことを通 して 笥印幡撼峠心 の悩みから回復を目指す自助グル
ー プ 嘲掛 ､ で

す｡ オ ー プ ン方式例会には当事者､ 専門家 のス ピ
ー チやミ ニ 講話をプロ グラム の中に組み込む予定 耽

仙台心 のケア研究会

仙台市精神保健福祉総合セ ンタ
ー

(はあとぼ
- と仙台)

今後の 軌 予定

平成 糾 年 .時 間 定員 集いの方式

1 0 月1 4 日( 日) 1 4 00 - 1 6 瓜 2 0 名 オ ー プン

1 1 月1 1 日( 日) 1 4 伽 ′ - 1 6 畑 2 0 名 クロ ー ズ

1 2 月 9 日( 日) 1 4 畑 ■ 〉 1 6 00 迎 名 クロ ー ズ

平成2 5 年

1 月1 3 日( 日) 1 4 00 ･ - 1 6 伽 2 0 名 オ
ー プン

2 月1 0 日( 日) 1 4 瓜 - 1 6 00 2 0 名 クロ ー ズ

仲間 絆 駒

※ 併せて真面払 摘 もどうぞご利用くださt ヽ

橿祉プラザ稟内国 地下鉄F 玉棚 ホ粛1 書出口より徒歩3 分
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